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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間につきましては、中国をはじめとする新興国経済の成長減速や英国のＥＵ離脱問題等

から世界経済の不透明感が強まり、わが国景気も雇用情勢に改善や設備投資の持ち直しなどの明るい材料はあるも

のの、円高進行もあり先行きを懸念する見方も出ています。

 医薬品業界では平成28年４月に薬価改定が行われた一方で、平成30年度から平成32年度末までのなるべく早い時

期での後発医薬品の数量シェア80％以上に向け、ＤＰＣ対象病院の機能評価係数Ⅱの後発医薬品指数や後発医薬品

使用体制加算の指標の見直しなどの施策が実施され、後発医薬品の使用促進が押し進められています。

 このような環境下で当社は、平成28年５月に平成29年３月期から平成31年３月期の３年間を計画期間とする第７

次中期経営計画『Obelisk』を策定致しました。計画では『圧倒的な存在感で創造をチカラに世界へのテイクオ

フ』をビジョンとして、『シェアUP力』～国内GE市場内で15％シェア確立、『供給能力』～超品質に基づく185億

錠供給体制確立、『開拓力』～バイオシミラー・米国市場への参入、の３つを基本戦略に据えております。

そして７月には、米国市場におけるジェネリック医薬品市場参入のプラットフォームの確保及び注射剤領域に

おけるプレゼンスの確立を通じた当社の「開発力」の拡大へ向けた重要なステップとして、米国のSagent 

Pharmaceuticals,Inc.との間で同社の買収契約を締結いたしました。

 また平成28年６月収載追補品では、識別性向上のための工夫を施した『オランザピンOD錠5㎎「日医工」、10㎎

「日医工」』・『シロスタゾールOD錠50㎎「日医工」、100㎎「日医工」』や利便性向上の工夫を施した『オラン

ザピン錠2.5㎎「日医工」、5㎎「日医工」、10㎎「日医工」』・『ビカルタミドOD錠80㎎「日医工」』・『アムバ

ロ配合OD錠「日医工」』などの販売を開始しております。

 当第１四半期では前年同期比較では薬価改定や経費増などの影響から利益額は前年同期を下回る水準となっては

いますが、「ジェネリック世界ＴＯＰ10」を目指す第７次中期経営計画の初年度として、一層の業績伸長を図るべ

く努めております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高が380億29百万円（前年同期比108.5％）、営業利益

が30億36百万円（前年同期比95.8％）、経常利益25億26百万円（前年同期比78.1％）、親会社株主に帰属する四半

期純利益20億円（前年同期比87.2％）と、増収減益となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ54億87百万円減少し、1,556億40百万

円となりました。その主な要因は、現金及び預金の減少97億16百万円、原材料及び貯蔵品の増加22億11百万円、商

品及び製品の増加15億67百万円などによるものであります。負債につきましては、前連結会計年度末に比べ５億66

百万円増加し、790億97百万円となりました。その主な要因は、支払手形及び買掛金の増加30億13百万円、未払費

用の増加15億69百万円、未払法人税等の減少29億77百万円などによるものであります。純資産につきましては、70

億円の自己株式の取得を行ったことなどにより、前連結会計年度末に比べ60億54百万円減少し、765億43百万円と

なりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年７月11日に、米国のSagent Pharmaceuticals,Inc.との間で同社の買収契約の締結を公表いたしました

が、当社連結業績への影響については、本業績予想には織り込んではおりません。本買収により業績予想の修正が

必要となりました場合には、買収の完了後及び買収に伴う会計処理の確定後、速やかにお知らせいたします。 

 

 

- 2 -

日医工株式会社(4541) 平成29年３月期　第１四半期決算短信



２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。 

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したことによ

りNIXS Corporationを連結の範囲に含めております。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法

人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

 

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 28,179 18,462 

受取手形及び売掛金 25,217 25,367 

電子記録債権 919 1,246 

商品及び製品 26,092 27,659 

仕掛品 9,177 9,426 

原材料及び貯蔵品 10,071 12,283 

繰延税金資産 1,458 1,445 

その他 2,240 1,731 

貸倒引当金 △1,731 △1,737 

流動資産合計 101,624 95,886 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 17,734 18,213 

機械装置及び運搬具（純額） 9,890 10,181 

工具、器具及び備品（純額） 1,183 1,340 

土地 6,299 6,299 

リース資産（純額） 1,940 1,801 

建設仮勘定 1,739 1,576 

有形固定資産合計 38,786 39,413 

無形固定資産    

のれん 634 591 

リース資産 237 218 

販売権 2,760 2,684 

その他 2,847 3,087 

無形固定資産合計 6,479 6,582 

投資その他の資産    

投資有価証券 8,700 8,541 

長期貸付金 4,619 4,218 

繰延税金資産 490 564 

その他 514 514 

貸倒引当金 △89 △81 

投資その他の資産合計 14,237 13,758 

固定資産合計 59,503 59,754 

資産合計 161,128 155,640 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 15,993 19,006 

電子記録債務 14,200 15,094 

短期借入金 14,720 14,750 

1年内返済予定の長期借入金 3,781 3,684 

リース債務 942 905 

未払金 6,959 7,166 

未払費用 669 2,239 

未払法人税等 3,813 836 

預り金 1,520 1,426 

返品調整引当金 47 41 

賞与引当金 1,128 292 

その他 485 267 

流動負債合計 64,262 65,711 

固定負債    

長期借入金 9,047 8,239 

リース債務 1,417 1,279 

繰延税金負債 112 115 

再評価に係る繰延税金負債 219 219 

退職給付に係る負債 3,413 3,475 

資産除去債務 54 55 

その他 1 1 

固定負債合計 14,267 13,385 

負債合計 78,530 79,097 

純資産の部    

株主資本    

資本金 19,976 19,976 

資本剰余金 18,796 18,808 

利益剰余金 42,589 43,419 

自己株式 △1,397 △8,337 

自己株式申込証拠金 0 0 

株主資本合計 79,964 73,866 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,269 1,290 

土地再評価差額金 333 333 

為替換算調整勘定 897 791 

退職給付に係る調整累計額 △127 △123 

その他の包括利益累計額合計 2,371 2,291 

新株予約権 260 385 

純資産合計 82,597 76,543 

負債純資産合計 161,128 155,640 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 35,049 38,029 

売上原価 21,929 23,948 

売上総利益 13,120 14,080 

返品調整引当金戻入額 16 5 

差引売上総利益 13,137 14,085 

販売費及び一般管理費 9,967 11,049 

営業利益 3,169 3,036 

営業外収益    

受取利息 26 21 

受取配当金 25 31 

為替差益 42 - 

助成金収入 17 17 

その他 85 44 

営業外収益合計 197 115 

営業外費用    

支払利息 27 32 

支払手数料 21 4 

売上債権売却損 33 40 

為替差損 - 446 

持分法による投資損失 43 92 

その他 7 8 

営業外費用合計 133 625 

経常利益 3,234 2,526 

特別利益    

固定資産売却益 - 0 

持分変動利益 - 320 

投資有価証券売却益 0 - 

特別利益合計 0 320 

特別損失    

固定資産処分損 1 4 

投資有価証券評価損 - 93 

その他 0 - 

特別損失合計 2 98 

税金等調整前四半期純利益 3,232 2,748 

法人税等 936 747 

四半期純利益 2,295 2,000 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,295 2,000 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 2,295 2,000 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,720 △177 

為替換算調整勘定 - 18 

退職給付に係る調整額 9 7 

持分法適用会社に対する持分相当額 150 63 

その他の包括利益合計 1,879 △88 

四半期包括利益 4,175 1,912 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 4,175 1,912 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成28年４月４日開催の取締役会決議に基づき、自己株式2,846,800株の取得を行いました。この結果、

当第１四半期連結累計期間において自己株式が6,939百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式

が8,337百万円となっております。

 

 

（重要な後発事象）

（株式取得による会社等の買収）

 当社は、平成28年７月11日開催の取締役会において、米国のSagent Pharmaceuticals, Inc.（以下「Sagent

社」）と、株式公開買付け及びそれに続く現金を対価とする合併を実施することにより、全株式を取得し完全子会

社化する買収契約（以下「本契約」）を締結することを決議し、Sagent社と日本時間の同日に本契約を締結いたし

ました。 

 

 (1)株式取得の目的 

  当社は、中期経営計画において「シェアUP力」、「供給能力」、「開拓力」の３つの戦略を掲げ、世界のジェ

ネリックメーカーTOP10入りを支える企業基盤構築を進めております。「シェアUP力」では日本国内のジェネリ

ック医薬品市場内で15％シェアを確立すること、「供給能力」では超品質に基づく185億錠供給体制を確立する

こと、「開拓力」ではバイオシミラー・米国市場へ参入することを目指しております。 

 本買収は、米国市場におけるジェネリック医薬品市場参入のプラットフォームの確保、及び注射剤領域におけ

るプレゼンスの確立を通じた当社の「開発力」の拡大へ向けた重要なステップであり、当社の中長期的な企業価

値向上のための重要な取組と位置付けております。

 

 (2）買収する会社の名称、事業の内容、規模 

  ①名称               Sagent Pharmaceuticals, Inc. 

  ②所在地              1901 N. Roselle Road, Suite 700, Schaumburg, Illinois 

  ③代表者の役職・氏名        CEO: Allan Oberman 

  ④事業の内容            注射剤を中心としたジェネリック医薬品の製造販売 

  ⑤株主資本             253,451千米ドル（2016年３月31日時点） 

  ⑥設立年              2006年設立 

  ⑦発行済株式総数          32,838,743株（2016年４月29日時点） 

 

 (3)買付等の期間（予定） 

  平成28年８月から９月目途 

 

 (4)買付等の価格 

  普通株式 １株あたり21.75米ドル 

 

 (5)買付等による株式所有割合等の異動（予定） 

  ①異動前の株式所有割合  0.00％ 

  ②異動後の株式所有割合 100.00％ 

 

 (6)買付等に要する資金 

  約736百万米ドル 

  Sagent社の発行済株式全ての買付け、オプション、ワラント等その他証券に関する支払いを行うために要する

金額を記載しています。 

 

 (7)買付資金の調達方法 

  自己資金、及び銀行借り入れにて調達する予定です。 
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